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 「わかる」ならば「できる」 は真か？  

 今年は北海道各地で初雪が記録的な遅さになっていますが、確実に気温が低くなり冬は

やってきていますね。今週の初めにおうし座北流星群も極大になりましたが、毎年これが

見える頃は「もう冬だな。」と感じます。みんなはどんなことで冬を感じますか。 

 さて、 

  （授業の内容が）      （テストが） 

「わかる」  ならば  「できる」 は真でしょうか。 

 

必ずしも成り立たないので偽ですね。授業をしていると、みんなには内容を理解する力

（「わかる」力）は十分あるなと思います。せっかく「わかる」力があるのですから、問

題をすらすら解けるように「できる」まで努力しないともったいないと思いませんか。中

間考査まであと 11 日です。練習問題を繰り返したりして「でき

る」まで突き詰めてください。努力はとても尊いことなので、人

の頑張りを知って感動することがみんなにもあるでしょう。どの

進路に進むとしても、「できる」までやりきった経験がみんなの

人生で大切なこととして残っていきますよ。 

 

 再確認です！ 

 （１）自転車通学は 19 日（月）から禁止になります。自転車を学校や駅の駐輪場

においてある場合は速やかに家に運んでください。自家用車で送迎してもらった

場合は横断歩道を渡るようにしてください。 

（２）職員室に入るときはブレザーを着て正装です。 

（３）授業時はもちろん、それ以外の場面でも挨拶をしっかりする。 

（４）スカートを折らないで着ること。 

※大事な場面で折り目が消えなくて苦労しますよ。 

（５）色つきリップはつけないこと。 ※色は不要です。 

きちんとした行動ができる愛される人になろう。 

 

 

 国語科からのお知らせ   
○週末課題（11 月 17・18 日分） 

  『テスト範囲の学習プリント（授業にて配布）』 

    ・「空気を読む」（現代文） 

※提出の必要はありません。 

各自後期中間考査に向けて、家庭学習の時間を確保して取り組みましょう。 

わかる わかる 

できる 

ここまで行こう！ 



☆来週の行事と時間割☆ 

日 曜 行事等 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

１９ 月 
教育相談週間（～22 日まで） 
もう一回授業（英語） 

       

２０ 火 学習専念期間（考査１週間前）～29 日 
       

２１ 水  
       

２２ 木  
      

LHR 

２３ 金 勤労感謝の日 
       

●教科から考査に向けてワンポイントアドバイス   

国語総合 現代文 

     □教科書本文を２回読む。（１回目は音読、２回目は黙読） 

     □学習プリントに取り組む。 

     古典 

     □「漁夫の利」～声に出して読めるように！（書き下し文・現代語訳） 

     □「竹取物語」～声に出して読む！ ２回は読む！ 

     □学習プリントに取り組む。 

     □形容詞・形容動詞・助動詞の活用表を覚える。 

     □助動詞の意味は「竹取物語」の中のものが答えられるように。 
 
数学Ⅰ・Ａ 教科書の例題をすべて覚える。ある程度自信がある人は仕上げに白チャートの定期試

験対策ページ（ｐ136 の 26～29 番、ｐ171、ｐ343）で考査範囲を俯瞰してみる。 
 
コミュ英 教科書・ワーク・プリントからバランスよく出題します。どの問題が出ても解答でき

るように繰り返し勉強してください。意味を考えながら何度も音読してみよう！ 
 
英 表 Ⅰ 教科書とワークの問題をとにかく全てに目を通すこと。Use it と Model Conversation 

のページも出題されます。英語は反復が大事です。 
 
世界史Ａ 教科書の穴埋めプリントは絶対やること。地図は出します。アメリカ独立宣言・フラ

ンス人権宣言は大事です、覚えてください。フランス革命は複雑です、用語を覚えるだ

けでなく、展開(流れ)に注意して学習する必要があります。 
 
現代社会 学習プリントだけの学習にならないこと。教科書本文の理由・原因・課題を読み取る

こと。憲法の条文と裁判事例をしっかりと整理しよう。 
 
物理基礎 公式を覚えて、教科書、学習ノートの問題を繰り返し解くこと。わからなければ、友

人、先生に質問すること。 
 
生物基礎 □各自試験範囲を確認し、クリア生物基礎を使って、復習をしよう。 

□クリア生物基礎の範囲は、最低３回以上演習問題に取り組もう。 

□学習の理解度が高まるよう、計画して学習にはげもう。 

 

 

 

大切なことは、 

「できる」まで！ 



 後期中間考査範囲表（11 月 16 日(金)現在 公表分のみ掲載）  

 後期中間考査は、11 月 27 日（火）～30 日（金）の４日間実施します。 

＜国  語＞ 一部抜粋：詳細は授業時配布プリントに記載されています。 

［現代文分野］【評 論】「空気を読む」香山 リカ（※教科書Ｐ ６４～Ｐ ６６）～２５点分 

      【現代文】小説「夢十夜」夏目 漱石（※教科書Ｐ１７２～Ｐ１８０）～２５点分 

［古典分野］【古 文】物語「竹取物語」（※教科書Ｐ ５０～Ｐ ５１）～１６点分 

【古典文法】（１）形容詞・形容動詞（文法のテキストＰ４０～Ｐ４９）～６点分 

      （２）助動詞（「竹取物語」に出てくる助動詞のみ！）～１０点分 

        ① 過去・完了「ず・き・けり」（文法Ｐ６６～Ｐ６７、Ｐ７１） 

        ② 完了「つ・ぬ・たり・り」（文法Ｐ６８～Ｐ６９） 

        ③ 断定・比況「なり・たり・ごとし」（文法Ｐ８７～Ｐ８７） 

        ④ 推量「む・むず」（文法Ｐ７２～Ｐ７３） 

        ⑤ 推量「べし」（文法Ｐ７６～Ｐ７７） 

        ⑥ 使役・尊敬「す・さす・しむ」（文法６４～Ｐ６５） 

【漢 文】故事成語「漁夫の利」（教科書Ｐ１３０～Ｐ１３１）～１８点分 

 

＜現代社会＞ 

【教科書】Ｐ６８～Ｐ９６ 

【プリント】① 授業プリント：No．１４ ～ No．２４ 

② 学習プリント：No． ８ ～ No．１３ 

 

＜生物基礎＞ 

１ 教科書 

   ｐ72 ～ 84 ２編３章 遺伝情報とタンパク質の合成 

ｐ95 ～156  ３編１章 体内環境 ～ ３編３章 免疫 

２ クリア生物基礎 

   ｐ26～ 67 ７「遺伝物質とタンパク質の合成」～「13 第３章章末問題」 

   ※ ただし、 

・ｐ27 ３(20)～(23)  

・ｐ30 No.64・65   

・ｐ33 No.72     

・ｐ34 ～ 35 ８「第２章章末問題」     の４ヵ所は除きます。 

 

＜数  学＞ 

［数学Ⅰ］ 【教科書】 ｐ８３ ２次関数の最大・最小（２次関数） 

～ ｐ１２４ 30°,45°,60°の三角比（三角比） 

【クリア】 ｐ４４ ～ ｐ６６の２６２番 

［数学Ａ］ 【教科書】 ｐ４４ 排反事象（確率） ～ ｐ７５ メネラウスの定理（平面図形） 

【クリア】ｐ１１８ ～ ｐ１３２ 

 



＜英  語＞ 

［英語表現Ⅰ］ Vision Quest L６～L８ Build-up1 

上記範囲のワークブック 

＊各レッスンの Model Conversation, Function からも出題します。 

＊マークシート問題と記述問題（HB の鉛筆を用意） 

※教科担任から指示されている提出物は、考査日の放課後にクラスの英語係が出席番号順に並べて

職員室へ提出すること。この日に提出出来ない者は減点。 

 

［コミュニケーション英語Ⅰ］ 

My Way L4 §２～L6 の終わったところまで（ただし、P57～60 は除く） 

上記範囲のワークブック ・ OPTIONAL READING も取り組んでおくこと 

単語 Value１４００ PP.１３６～１６０  マーク問題 および 記述問題（HB 鉛筆用意） 

注意：テスト前の授業で Performance Test を行います。範囲は TOUR GUIDE です。 

※ワークブックは考査日の放課後にクラスの英語係が出席番号順に並べて職員室へ提出してくださ

い。赤で○付けをしてから提出すること。この日に提出出来ない者は減点。 

 

 

 

今回は「すばる」を撮って見ました。ちょっと、薄い雲がかかっていてモヤッとしていますが、

これはこれでいいかもねと思いました。肉眼では５個くらいの星が密集しているように見えて、

初めて見ると「なんだあれは！」とびっくりします。 

「すばる」と日本では呼んで

いますが、おうし座にある「プ

レアデス星団」という散開星団

です。メシエカタログ（天文学

者のメシエが作った星雲・星団

・銀河のカタログ）の４５番に

あたり、「Ｍ４５」とも呼ばれ

ます。（ウルトラマンの故郷は

Ｍ７８だったかな？古くてわ

からないか…。）「すばる」は

「統ばる」という「集まってひ

とつになる」という言葉からき

ているといわれています。今、

とてもきれいに見られますの

で、テスト勉強の息抜きに空を

見上げてみたらどうでしょう。 

 


